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まず、2018年3月期の 
通期連結業績についてご説明いたします。 



4 

 

売上高は、前期比101.6％の3,888億円、 

営業利益は、前期比90.4％ の267億円、 

経常利益は、前期比91.7％ の286億円、 

当期純利益は、前期比88.5％ の184億円、となりました。 

 

なお、3月末のアメリカドルの為替換算レートは、 

106円25銭で 

前期比で5円94銭の円高となり、 

為替の影響額は、 

売上高で約41億円の減収、営業利益で約6億円の 

減益要因となっています。 



前期業績の概要についてご説明いたします。 
 
前期の売上高につきましては、 
加工食品事業を除く全てのカテゴリーで増収となり、 
過去最高の売上高となりました。 
加工食品事業につきましては、 
米飯・フリーズドライの新工場稼働を控える中、 
市場の拡大ペース、お取引先からの受注にお応えすることができず、 
出荷調整をおこなったことが影響しました。 
今期新工場稼働によって増収が期待できる状態となっております。 
海外即席麺事業は、為替の影響を除く、現地通貨ベースで増収となり、 
過去最高の販売数量に近づくところまで回復させることが出来ました。 
 
営業利益につきましては、 
製造経費、販管費の増加、円高の影響もあり、減益となりました。 
製造経費の内訳は、 
主に国内の減価償却費、海外の人件費の増加となります。 
販管費の内訳は、 
主に国内ではブランド育成を優先したことによる宣伝費・販促費、 
海外では物流費の増加となります。 
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つづきまして、連結貸借対照表の推移についてです。 

総資産は3,734億8千3百万円で、 
前期末に比べ124億9百万円、3.4％増加しました。 
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つづきまして、 

連結キャッシュフロー計算書の推移について概要ですが、 

現金及び現金同等物の残高は、 

前期末と比べ21億81百万円増加し、 

254億9百万円となりました。 
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セグメント別概況につきましては、後ほどご確認下さい。 
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こちらは主要事業の営業利益増減要因です。 
国内即席麺は、 
カップ麺の販売の好調による増収はありましたが、 
原材料の価格、関西工場の稼働による減価償却費の増加、 
販促費の増加が減益要因となり、17億円の減益となりました。 
低温食品は、 
主力の「マルちゃん焼そば３人前」シリーズのほか、 
２食タイプ焼そば極み太麺が上乗せになった生麺を中心に、 
チルド食品、冷凍食品も増収となりました。 
原材料価格の低下に加え、製造経費の削減により、 
4億円の増益となりました。 
海外即席麺は、 
米国の量販店との取り組み、クーポンなどの販売促進強化により 
上期からの販売数量回復を継続することが出来ました。 
メキシコも為替の安定を背景に各販売ルートが順調に推移したこと、 
袋麺の販売を強化したことで増収となりました。 
営業利益については、最低賃金の上昇による人件費増加、 
在庫不足による物流費の増加の影響が大きく 
1千1百万ドルの減益となりました。 
 
以上、2018年3月期の連結業績についてご説明致しました。 
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続きまして、2019年3月期の 
通期連結業績予想についてご説明いたします。 
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通期業績予想につきましては、 
 
売上高は、前期比104.2％の4,050億円、 

営業利益は、前期比95.7％の255億円を予想しております。 

為替については、１ドル106円の前提です。 
 
設備投資額は、330億円、 

減価償却費は、前期比13億円増加の136億円の予想です。 

 



当期業績予想の概要についてご説明いたします。 
 
売上高につきましては、左の図の通り、 
全セグメントで増収、 
2期連続での最高売上高の更新を目指します。 
 
2018年1月から稼働しております、フリーズドライ工場、 
第2四半期には米飯工場、 
第4四半期には冷蔵庫が新規に稼働致します。 
投資効果を最大限高めるべく、施策の実行を徹底して参ります。 
 
営業利益につきましては、12億円の減益。 
減益の要因は右の図の通り、 
国内外合わせて35億円の原材料費比率上昇、 
減価償却費の13億円増加を含む28億円の製造経費増加が 
大きく影響しております。 
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セグメント別の売上高・営業利益の予想、はご覧の通りです。 
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続きまして、主要3事業の営業利益増減要因です。 
国内即席麺は、 
前期比14億円増益の97億円の予想です。 
40周年を迎える赤いきつね、発売2年目を迎えるMARUCHAN QTTAなど 
主力商品の拡売により、3期連続の最高売上高更新を狙います。 
小麦、包材関係の原材料価格上昇は、 
販管費の効率化により吸収する計画です。 
低温食品は、 
前期比1億円増益の54億円の予想です。 
こちらも小麦価格の上昇による影響がございますが、 
増収効果によって吸収する計画です。 
生麺、チルド食品、冷凍食品に簡便性、健康志向などの 
新製品を積極的に配置し、売場活性化に取り組みます。 
海外即席麺は、前期比1千2百万ドル減益の8千2百万ドルの予想です。 
販売数量は2％増加、前期の物流費増加の影響が改善されることによる 
増益要因はありますが、小麦、包材関係の原材料価格上昇、 
最低賃金の上昇による人件費増、 
テキサス工場の償却費増を見込んでおります。 
 
参考資料のP50以降に上期・下期の内訳、 
主な取組みまとめてございますので、後ほどご確認下さい。 
 
以上、2019年3月期の連結業績予想についてご説明致しました。 
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 3ヵ年中期経営計画の進捗について、 
 画面の項目に沿って、 
 ご説明をさせて頂きます。 
 



当社グループは、 
2016年度からの3ヵ年中期経営計画を推進して参りました。 
 
現中期計画におきましては、 
4つの基本戦略に継続して取り組んでおり、 
主力事業でのシェアアップ、 
海外では新規エリアでの事業開始、 
新たな成長に向けた設備投資の実行などにより、 
この2年間でいくつかの成果を得られました。 
 
その 一方で、利益面については 
当社の主力事業である国内外の即席麺事業と加工食品事業を 
中心 に拡販費の増加、原材料コストの上昇等の影響により、 
厳しい状況にあります。 
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現3ヵ年中期経営計画2年目の減益を真摯に認め、 
2019年3月期単年度業績の達成に、 
まずは全力で取り組んで、利益上乗せを目指します。 
 
次期中期計画に向けては、 
現在進めている設備投資、ブランド育成投資の 
着実な回収によって、現中期計画の利益目標を超える 
利益成長を見据えていきます。 
 
また、次の成長に向けた投資案件の検討、 
それを支える人材育成・経営基盤の深化を 
進めていく考えです。 
 
 



 
基本戦略に変更はございません。 
１つ目は「カテゴリーＮｏ.１商品の育成」です。 
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こちらは、即席麺でのカテゴリーＮｏ.１への取り組みです。 
 
円グラフは、店頭ＰＯＳデータにおける 
カップ麺、袋麺、それぞれのカテゴリー別の構成比で、 
各カテゴリーにおける当社主力ブランドをご確認下さい。 
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中でも、 

当社のカップ麺のシェアは、着実に向上しており、 

18年3月期は5年前、13年3月期と比べ、 

3％増の、25.1％となりました。 
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ＭＡＲＵＣＨＡＮ ＱＴＴＡの状況についてですが、 
2017年3月２７日の発売から、2018年3月までの1年間で 
約4,000万食の出荷実績、約50億円となりました。 
目標計画には届いておりませんが 
若者向けへのサンプリングや、ＳＮＳ、ＬＩＮＥなどを活用した 
取り組みなどを通じて、 
ブランド認知率はこの1年で確実に上昇しました。 
 

更に、若年層向けの商品企画や販促企画を実施し、 

「たて型カップ麺」市場において、 

確固たる地位を得られるように 

2018年度もしつこく取り組んで参ります。 

まずはたて型カップ市場における 
ブランドシェア、5％を目指します。 
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次は、生麺への取り組みです。 
 
焼そば、ラーメン、うどん、そばと大きく4つに分け、 
主力ロングセラーブランドの進化と、 
「個食・簡便、健康、こだわり」などの 
価値を付与した新商品の投入など、 
市場拡大に向け、いくつかの挑戦を行ってきました。 
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おかげさまで 
メーカーシェアは、年々上昇傾向にあり、 
前期は、2食入りの新商品を投入した、 
焼そば、ラーメンカテゴリーで 
シェアを伸ばすことが出来ました。 
2018年度は、うどん・そばカテゴリーに取り組んで参ります。 
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こちらは、ゆでずに水でほぐすだけで食べられる 

弊社が自信を持ってご提供する新ブランド、 

「つるやか」になります。 

今期は10億円の売上を目標として、 

関東圏に集中した展開でスタート致しました。 
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基本戦略の２つ目は、 
「海外展開の加速」です。 
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ご承知の通り、 
弊社は米国に生産拠点を持ち、 
メキシコ・そして中南米へ輸出販売も行っております。 
そして、2017年9月に、 
ブラジルに現地法人を設立しました。 
 
2016年11月にはインド南部チェンナイで 
即席袋麺の生産を開始しました。 
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ブラジル・インド共に、 
現時点で、数字の上では、 
それほど大きなものではありませんが、 
それぞれの地域の状況を踏まえ、 
地域ごとの取り組みを着々と進めております。 
 
いずれも、大いなる可能性を秘めた地域です。 
近い将来必ず皆様に注目していただける時が 
来る努力を重ねます。 
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基本戦略の３つ目は、 
「事業の選択と集中、連携」です。 
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現３ヵ年中期経営計画の中で予定している 
主な設備投資の進捗についてまとめたものです。 
3ヵ年合計で約720億円の予想となります。 
計画との差については、ほぼ更新投資分で、 
成長投資540億円については、 
期ずれ・内訳の変更はあったもののほぼ計画通りです。 
 
来期以降については、 
既存事業では、現中期計画で遣り残したこと、 
より強化すべきことへの投資を更に進めます。 
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グループシナジーとしては、 
米国での新たなる食文化創造に向け、 
日本の厳しい消費者に鍛えられて培った 
商品開発力・技術力を 
活かした商品を市場投入して参ります。 
 
まずは第一歩としては、ノンフライ袋麺からです。 
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４つ目の基本戦略は「経営基盤の進化」です。 
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当社は、事業を通じて、 
５つの笑顔の実現を目指して、 
社会貢献・食品メーカーとしての責任・ 
環境保全などをテーマにした活動を行って参りました。 
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人や社会が変化を続ける中で見えてくる 
社会が抱える課題に対して、 
食を通じてその解決に取組むこと、 
「新たなる食文化の創造」をしていくことが、 
2018年度以降も 
私たちの役割・使命だと考えております。 
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そのために、 
日本国内については、 
少子高齢化社会への対応と 
働く女性の応援をテーマに、 
健康や食シーンについての 
不満を満足に変える提案を 
「更に」強化して参ります。 
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一例ですが、 
健康志向商品としては、 
2月19日に発売致しました「玄米と麦のぞうすい」は、 

当社で初めての機能性表示食品になります。 

 
フリーズドライ商品は、 
水産会社の強みを活かし、海の素材を使用した 
「海からおいしい」お茶漬けシリーズを発売致します。 

大きな具材が入り、3種類のだしを利かせた、 

ワンランク上のお茶漬けとして発売します。 

また、働く女性や忙しい方々に対して、 

3月19日に、朝食シーンにこだわった 

「朝の満足スープ」を発売致しました。 

また、海外においても、 
米国では、ノンフライ麺へのチャレンジで 
健康志向など新たな需要を掘り起こします。 

38 



そして、今年の9月からは 
新・総合研究所より、 
今後の「新たなる食文化創造」に向けて、 
グループの総合力を発揮できる発信体制も整います。 
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以上、ご説明した４つの取り組みによって 
3年間合計の営業キャッシュ・フローについては、 
約970億円となる見込みです。 
当初計画の約1,000億円に近い水準となります。 
 
将来に亘る、持続的成長に向けた投資を 
着実に実行致します。 
 
 

40 



最後に、株主様還元については、 
今期予想に対する配当性向は32.1％となります。 
 
引き続き長期にわたる安定配当を実施するという方針 
に変更はありませんが、 
株主の皆さまへの笑顔に 
より一層貢献できるよう、進めて参ります。 
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米国・メキシコ・中南米の進捗について説明させて頂きます。 
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まず、前期の振り返りです。 
先ほどご覧いただきました、米州海外即席麺のみ、まとめました。 
 



前期の利益減要因として、人件費の増加、 
物流費の増加がありました。 
 
物流費の増加について、ご説明します。 
画面でお示ししたとおり、東地区、中央、西地区の 
３つのエリアに米国を分けることで効率化を図りながら、 
メキシコ輸出を含め出荷を行っております。 
昨年中旬以降、出荷が好調に推移する中、 
需要期に向けた在庫備蓄が計画通り進まなかったことで、 
在庫不足となり、 
基本エリアを越えた緊急出荷対応を継続。 
積載効率が悪い配送、工場間の横持ち配送や 
小口生産対応が発生しました。 
 
今期は第2四半期までにテキサス工場の増産体制も整うことで、 
在庫問題は解消し、当初の見込み通り、 
テキサス工場の投資効果が出てくると考えております。 
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続いて、今期の予想です。 
こちらも、先ほどご覧いただきました、 
今期予想の画面を、米州海外即席麺のみまとめました。 
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まず、“米国”の事業環境について、10月からの変化を中心にご説明します。 
 
消費者ですが、 
雇用の好調、賃金上昇の流れは継続しているものの、 
可処分所得は伸びておらず、ｶﾞｿﾘﾝ、住宅、保険代などの上昇、 
生鮮品の価格上昇もあり、生活防衛意識が高まっております。 
ミレニアル世代が消費の主力層になってきております。 
小売については 
昨年のﾈｯﾄ販売最大手アマゾンのﾎｰﾙﾌｰｽﾞ買収から、 
食品小売が自社ﾈｯﾄ販売網強化に動いています。 
費用増から、ﾒｰｶｰへの値下げ交渉、作業効率改善への工夫などの要求が 
目立ってきました。 
結果、健康系食品の大陳は減り、店頭での回転が良く、マージンが取れる、 
従来の加工食品回帰で露出が高まっています。 
メーカーにおきましては、 
小売の従来加工食品への回帰で大陳頻度が上がり物量が回復傾向です。 
製品も健康志向系から従来品の品揃え、メーカー間のコラボ品等で 
消費者を刺激しています。 
 
このような事業環境の中で、当社の米国売上が回復しつつある理由としては、 
消費者の生活防衛意識の継続、食品小売の変化です。 
前述した加工食品回帰に加え、ﾈｯﾄ販売への対抗からも、 
実店舗での魅力を出したい食品小売が、即席麺をﾁﾗｼの目玉として 
位置付け積極的に販売していることから、物量増に繋がっています。 
 
 



続いて、メキシコの即席麺の事業環境についてご説明させて頂きます。 
まずは、為替についてです。 
2017年1月には1ドル21.9ペソを記録しましたが、 
17年度のペソは比較的安定傾向で推移しました。 
また、並行輸入品も減り、市場が安定しております。 
今年度はメキシコ大統領選挙実施など外部環境変化が見込まれます。 
 
小売りについては、インフレ率が5％を超え、 
現地主食のﾄﾙﾃｨｰﾔ、ﾊﾟｽﾀ、パン等が値上がり傾向にある中、 
即席麺は最大手のスーパーが積極的に拡売を実施しており、 
主な他チェーンも追随し、スーパー部門では物量増に繋がりました。 
 
消費者については、 
引き続きロングセラーブランドの安心感が大きな強みとなっております。 
 
我々メーカーとしては、 
全体的に消費者物価が上昇している中で、 
割安な袋麺の拡大機会が継続していると考えております。 
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今期の減益要因としては、原材料価格が大きな影響がありますが、 
現時点で、米国での価格改定について計画に組み入れておりません。 
 
左のグラフは、この10年間の小麦価格とパーム油価格の 
年度別推移ですが、比較的低い水準にあることが分かります。 
今後の原材料市況、競合の大手加工食品企業の動向を 
注視していきたいと考えています。 
 
ご説明した米国・メキシコの消費者・小売・競合の変化をしっかりと見極め、 
長期に安定した利益を創出する為に、 
今一番大切なことは、5年ぶりに回復した 
米国即席麺市場の流れを止めないことと考えております。 
米国、メキシコ市場の市場拡大、中南米強化、 
新カテゴリー商品投入を進め、過去最高数量の達成、 
その後の安定成長に向けた流れをしっかり作っていくことに注力致します。 
また、当社の強みである低コストのモノづくりに磨きをかけていきたいと 
考えております。 
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